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10月のこよみ

1日法の日
〃労働葡生週間

始まる
タ赤い羽根募金

始まる
4日里親デー

6日秋の交通安全
週間始まる

9日寒霜

10日体育の臼
〃　目の愛護デー

14日鉄道記念日

17日貯輩の臼

18日家庭の日

21白秋土用

幾日短信態話記念日
〃新聞少年の臼

24日霜降

26日原子力の日
27日読密週間始まる

発　行　所

遭　賀　町　役　場

紙袋発行
遠賀町庶務課

印　刷∴所

冷牢固印刷合資会社i

町虞の動き

飲
酒
運
転
の
追
放
〝

十
月
六
日
か
ら

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

十
月
六
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の
十

日
間
に
秋
の
交
通
安
全
県
民
連
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
連
動
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
、

運
転
者
の
雇
主
そ
の
他
逆
堕
父
通
に
関

係
の
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
変
通
安

全
、
思
想
の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
正

し
い
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
交
通
疎
放
防
止
の
徹
底

を
ほ
か
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

1
、
亜
点
護
絹
項

の
歩
行
者
と
く
に
こ
と
も
老
人
の
謡

故
防
止
に
関
す
る
疎
項

ア
、
幼
児
お
よ
び
小
学
校
低
学
年
児

嚢
に
対
す
る
と
び
だ
し
部
数
防
止
の
た

め
の
安
全
確
保
と
保
護
者
に
対
す
る
教

育
ィ
、
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
に
対
す

る
目
撃
の
整
備
点
検
と
安
全
な
乗
り

方
の
治
導

ウ
、
通
学
通
関
路
の
点
検
、
穀
備

工
、
歩
行
者
、
と
く
に
老
人
の
踏
切

に
お
け
る
安
全
通
行
の
確
保

オ
、
正
し
い
横
断
の
励
行
と
械
断
中

の
歩
行
者
保
護
の
た
め
の
街
頭
指
導

の
　
飲
酒
遅
寝
部
故
防
止
に
関
す
る
部

項
ア
。
飲
酒
運
転
の
取
締
り
と
酒
類
提

供
馨
に
対
す
る
指
導

ィ
、
職
場
に
お
け
る
避
睡
免
許
所
持

者
に
対
す
る
管
理
お
よ
び
綿
導

ウ
、
飲
酒
運
転
の
誘
因
と
な
る
償
行

の
排
除
の
た
め
の
地
域
活
動
と
家
庭
向

広
報

㈲
　
無
謀
連
繋
故
防
止
に
関
す
る
謡

項
ア
、
信
号
無
視
、
速
度
速
度
追
越
通

反
、
過
説
破
、
踏
切
通
過
速
度
等
の
無

謀
な
運
転
に
対
す
る
緒
導
及
び
取
締
り

ィ
、
車
両
の
点
検
韓
僻
、
と
く
に
整

備
不
良
等
に
も
と
す
く
交
通
公
害
の
防

止
ウ
、
連
接
マ
ナ
ー
の
指
導

特
に
本
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
は

老
人
の
安
全
確
保
と
飲
酒
遮
抵
追
放

を
主
目
標
と
し
1
、
老
人
研
修
会
、
婦

人
学
級
の
会
合
等
で
交
通
教
要
素
間
き

交
通
安
全
思
想
の
促
進
を
は
か
る
。

2
、
飲
酒
選
怒
故
防
止
に
つ
い
て
は

ア
、
酒
類
提
供
発
着
に
対
し
自
動
車

を
運
転
す
る
も
の
に
は
酒
類
を
提
供
し

な
い
自
主
活
動
を
促
進
す
る

ィ
、
官
庁
、
会
社
高
菜
所
等
で
飲
酒

運
転
追
放
の
申
し
合
せ
を
行
い
自
動
重

義
抵
す
る
と
き
は
酒
類
を
飲
ま
な
い

、
飲
ま
せ
な
い
慣
行
を
樹
立
す
る

ウ
、
部
落
会
、
婦
人
会
は
祝
い
ご
と

そ
の
他
各
種
会
合
に
お
い
て
屯
を
運
転

す
る
者
に
酒
類
を
出
さ
な
い
連
動
を
す

す
め
る

各
家
庭
に
お
い
て
主
婦
が
中
心
と
な

り
自
動
車
等
を
運
転
す
る
着
に
酒
類
を

飲
ま
せ
な
い
。
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

運
動
え
擢
進
す
る
。

祝
ご
と
そ
の
他
各
種
会
合
零
の
洒
麿

に
参
加
す
る
埼
合
に
は
自
動
車
等
を
持

っ
て
い
か
な
い
こ
と
電
す
る
。

議
会
だ
よ
り

第
二
回
臨
時
議
会
開
催
さ
れ
る

去
る
九
月
二
十
六
自
選
蛍
町
第
二
回

臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
付
議
可
決
さ

れ
た
醸
粟
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し

ます。〇
第
四
七
号
議
嚢

専
決
処
分
の
認
定
に
つ
い
て

（
一
般
会
計
補
正
予
襲
撃
号
）

社
会
福
祉
資
を
九
七
万
円
補
正

〇
第
四
八
号
議
案

昭
和
四
五
毎
度
遠
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
舞

（
補
正
額
四
、
一
七
九
万
円
、
総
額

三
、
八
五
八
万
円
、
主
な
る
補
正
は

産
炭
地
域
開
発
就
労
煎
薬
婆
、
二
、
三
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雪
一
万
円
、
擾
喰
溜
泡
竣
灘
波
一
、
〇

五
〇
万
円
な
ど
で
す
。
）

○
館
四
九
日
義
薬

昭
和
四
十
五
毎
彊
遼
費
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
議
正
子
舞

補
正
額
三
万
円
、
総
額
四
、
七
七

一
万
円

〇
第
五
〇
号
譲
葉

昭
和
四
五
年
度
遠
賀
町
農
薬
共
済
秘

薬
特
別
会
憩
正
寡

補
正
額
三
二
万
円
、
総
額
一
、
三
七

二
万
円〇

第
五
一
震

昭
和
四
五
毎
度
遠
賀
町
水
逆
襲
特

別
会
計
補
正
予
餌

収
益
的
収
支
の
部

補
正
額
四
七
万
円
、
総
額
「
五
八

三
万
円

資
本
的
収
支
の
郊

補
正
額
一
〇
万
円
　
総
額
三
二
万

円〇
第
五
二
号
強
襲

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
選
任

に
つ
い
て

遼
賀
町
大
字
合
音
蛮
二
四
六
番
地

の
二
　
柴
田
∴
勇
∴
氏

〇
第
喜
一
憲
繋

教
背
嚢
全
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

遼
費
町
大
字
木
守
三
六
一
番
地

土
　
師
∴
督
　
氏

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
応
掬
籠
定
は
遭
変
型
ニ
ケ
町
の

こ
の
訓
練
は
薙
頚
部
内
各
町
消
防
団
　
外
に
芦
屋
兢
空
自
街
墜
中
間
市
、
鞍

相
互
に
消
陳
力
を
活
用
し
て
猿
害
を
娘
　
子
町
と
も
擾
協
定
を
し
て
お
り
ま

少
服
喪
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
　
す
。

て
お
り
ま
す
。行

政
相
談
会
開
催

人
権
相
談
所
も
併
せ
て
開
設

国
、
県
、
市
町
村
等
の
役
所
の
籍

に
対
す
る
苦
情
、
相
談
、
悪
鬼
が
あ
る

が
、
ど
う
も
関
係
の
役
所
に
申
し
出
に

く
い
と
か
、
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
方
は
気
軽
に
こ
の
相
談

会
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

岱
左
泥
相
談
日
以
外
で
も
自
宅
で
何

時
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
御
遠
慮

な
く
相
談
し
て
下
さ
い
。

行
政
相
談
員

遠
賀
町
屋
壁
ハ
九
四
番
地

両
　
峰
∴
博
∴
愛

人
趨
繋
蒙
琶

遠
賀
町
今
宮
聖
二
四
六
番
地
の
二

葉
　
闘
　
鶏

遠
賀
町
虫
生
津
五
八
八
番
地

長
　
崎
－
其
∴
叔

一
、
日
時
　
十
月
十
二
日

午
前
十
時
～
牛
后
三
時

一
場
　
所
∴
避
費
町
公
民
館

I
町
営
住
宅
（
空
屋
）
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
～

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
消
防
団

郡
内
消
防
団
消
火
訓
練
実
施

岡
垣
町
消
防
力
で
は
臨
御
出
来
な
い
と

判
断
し
、
各
町
に
応
援
要
請
を
な
す
、

塞
襲
静
を
受
け
た
各
町
は
高
ち
に
出

勤
し
岡
逼
町
消
防
団
の
水
利
誘
導
に
よ

り
、
水
利
部
署
に
到
着
し
消
化
に
努
め

た
結
果
、
午
前
九
時
三
十
分
に
鉄
火

し
、
訓
愛
車
約
十
時
四
十
分
に
終
り

左
記
の
と
お
り
、
町
営
住
宅
が
十
月

末
日
を
も
っ
て
空
風
と
な
り
ま
す
の
で

入
唐
詩
選
者
の
薬
を
行
い
ま
す
。

福

一
、
場
所
　
虫
生
種
菌
町
町
営
住
宅

一
、
戸
数
　
二
戸

「
住
宅
稀
頚
　
飾
二
極
公
営
住
宅

（
六
盛
、
四
、
五
経
、
台
所
、
物
旺
）

一
、
家
賃
　
三
、
二
〇
〇
円

「
敷
金
　
九
、
六
8
円

一
、
募
集
期
間
　
4
5
年
9
月
⊥
6
日
か
ら

ク
9
月
2
5
日
ま
で

◎
入
居
申
込
用
経
は
役
擾
財
務
課
財

政
係
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

一
、
入
居
決
定
　
廉
襲
者
が
多
敬
の
場

合
は
、
入
居
資
格
者
の
抽
せ
ん
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

一
、
入
居
資
格

L
町
内
に
住
所
又
は
翳
所
若
者

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2
・
醤
月
令
第
五
条
に
規
定
す
る
聾

収
入
（
別
表
）
が
ゐ
っ
て
、
独
立

の
生
活
を
常
み
、
町
条
例
に
定
め

る
家
賃
及
び
敷
金
斎
支
払
う
能
力

奏
者
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

3
・
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
垂
築
上
婚
姻
の
関
係

と
同
桜
の
郎
情
に
あ
る
者
、
そ
の

他
婚
姻
の
予
定
者
を
含
む
）
が
あ

る
こ
と
。

4
・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。
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月

の

説

金

危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

町
県
民
税
第
三
期
分

納
期
限
　
十
月
二
十
五
日

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

〝
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
実
施
〟

◎
十
月
二
十
三
日

受
付
　
午
堅
持
～
二
時

蕩
新
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

該
当
者
生
後
三
ケ
月
か
ら
一
才
未

満
の
者
で
一
回
も
投
与
を

う
げ
て
い
な
い
者
及
び
一

回
だ
げ
授
与
を
う
け
た

者。

料
金
　
無
料

没
与
を
受
け
て
は
い
け
な
い
者

約
、
お
よ
び
下
痢
を
し
て
い
る
者

病
後
葱
弱
の
激
し
い
者

※
母
子
手
鴫
を
蒙
し
て
下
さ
い
。

ュ
、
試
験
の
種
類

甲
踵
及
び
乙
種
全
額

2
、
試
験
の
日
時

昭
和
四
五
年
±
月
八
日
（
日
）

3
、
試
験
の
場
所

北
九
州
市
小
倉
医
北
方
北
九
州

大
学

4
、
受
付
期
間

十
月
一
口
～
十
月
二
十
六
原

5
、
受
験
手
続

の
願
書
　
申
闇
市
並
び
に
水
巻
町

両
消
防
本
部
で
交
付
し
ま
す

㈲
受
験
料
甲
種
八
8
円

乙
種
1
類
に
つ
き
五

8
円

筒
、
強
酸
に
伴
う
準
備
駆
詔
会
を
当

脇
会
主
催
で
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

工
、
謎
翌
の
日
時

昭
和
四
五
年
十
月
二
四
日

2
、
詳
密
の
場
所

水
巻
町
々
民
会
般

3
、
講
習
料
会
皇
二
8
円

会
員
外
五
〇
〇
円

4
、
受
付
期
間

昭
和
四
五
年
十
月
二
十
三
日

以
上

遠
賀
車
間
地
区
危
険
物
安
全

協
会

胃
癌
、
子
宮
癌

検
診
受
付
実
施

統
一
地
方
選
挙
の
標
語
募
集

骨
酒
は
一
8
名
、
子
宮
癌
は
七
〇

名
で
受
付
を
締
切
り
ま
す
の
で
早
目
に

タ
乳
　
児
　
粗

目
・
晴
毎
月
第
三
月
賦
日
十
時
～

十
一
時

場
所
馨
町
公
民
館

住
民
課
衛
生
係
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

談
〟

1
1
・
－
・
・
l
：
－
・
・
I
－
・
・
・
・
、
！
・
・
・
′
－
・
・
・
～
！
・
1
′
・
1
・
・
・
、
！
・
・
・
′
、
・
－
－
1
′
三
・
・
－
′
、
・
、
－
、
！
・
．
－
．

一
∴
∴
求
　
人
　
広
　
告
　
　
　
…

－
　
　
　
遠
賀
郡
岡
垣
町
声
助
字
澤
元

…
　
芦
屋
更
生
企
業
組
合
岡
垣
営
業
尊

で
　
　
　
　
　
　
　
砿
話
〇
九
三
二
八
・
〇
五
五
五
・
〇
五
重
ハ
番
立

間
　
女
学
名
　
字
書
位
迄
　
日
給
　
九
8
　
　
－

へ
　
男
学
名
∴
ク
∴
∴
∴
ク
一
、
三
8
　
　
－

－
築
麗
　
八
、
8
十
七
、
8
迄
　
　
　
　
　
－

…
ク
鴇
所
　
同
語
戸
切
莞
三
四
四
　
　
　
　
　
－

〆

∴

各

種

保

険

者

）∴詳細面談の上　　　　　　　　　－

㌢
●
1
1
・
、
一
～
I
l
…
・
1
1
‘
‥
・
－
－
・
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1
、
趣
旨

明
年
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
・
地
方
行

政
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
鼓
も
身
近
か

な
公
賓
通
路
、
教
育
、
衛
生
な
ど
の

問
題
を
あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
に
な
い
手
と
な
る
人
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ぶ
た
め
に
、
ま
た

住
み
よ
い
郷
土
を
築
き
地
方
自
治
の
発

展
を
期
す
る
た
め
に
、
高
宥
馨
に

最
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
通
読
標
語
を
広
く

寡
楽
し
ま
ず
。

2
、
馨
議
切

昭
和
四
五
年
十
月
三
日
（
土
）

3
、
応
募
額
藷
、
自
作
、
未
発
表
に
限

り
ま
す
。
官
製
は
が
三
枚
に
一
句

奮
醸
し
て
下
さ
い
二
人
二
枚
ま

で
と
し
ま
す
。

4
、
賞
金

1
等
一
人
　
三
〇
、
0
0
0
円

2
等
　
三
人
各
一
〇
、
（
巷
円

3
等
十
人
各
　
三
、
〔
6
5
円

佳
作
若
干
名
　
記
念
品

民

謡

同

好

会

へ

ど

う

ぞ

十
月
二
日
よ
り
情
操
鷲
の
一
助
と

し
て
遠
賀
町
民
諦
同
好
会
を
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

同
好
の
方
は
左
記
に
依
り
萎
男
女

を
問
わ
ず
多
数
御
参
加
下
さ
る
よ
う
お

誘
い
致
し
ま
す
。

左
　
記

と
　
き
毎
週
金
境
目
午
后
七
時
よ

り
午
後
九
時
ま
で

と
こ
ろ
　
公
民
館
別
館

月
謝
　
五
百
円
程
度
（
合
壁

連
絡
先
○
見
落
　
二
割
八
郎

怠
露
3
～
0
8
3
8
）

○
虫
生
津
轟
千
年

（
電
話
3
～
8
5
8
9
）

○
磐
稟
黄
金
露
局
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交
通
安
全
・
の
心
得

◇

歩

　

行

　

者

1
、
通
路
を
横
断
す
る
と
き
は
遠
回
り
で
も
信
号
機
、
横
断
歩

道
、
横
断
歩
道
橋
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
。

2
、
通
路
を
横
断
す
る
と
き
は
革
の
と
ぎ
れ
を
た
し
か
め
、
必

ら
ず
手
を
あ
げ
左
右
の
安
全
を
た
し
か
め
て
渡
る
こ
と
。

3
、
斜
め
横
断
し
な
い
こ
と
。

4
、
走
っ
て
い
る
革
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
を
横
断
し
な
い
こ
と

5
、
止
っ
て
い
る
革
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
か
ら
横
断
し
な
い
こ

と。
6
、
歩
道
の
な
い
道
路
は
、
右
端
を
歩
く
こ
と
。

7
、
老
人
、
子
供
の
安
全
誘
導
に
努
め
る
こ
と
。

◇
自
転
車
乗
用
車

1
、
自
転
車
は
身
体
に
合
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。

2
、
二
人
乗
り
を
し
な
い
こ
と
。

3
、
左
右
折
の
合
図
を
励
行
す
る
こ
と
。

4
、
右
折
す
る
場
合
は
交
差
点
の
左
側
瑞
に
沿
っ
て
進
行
す
る

こ
と
。

5
、
左
側
端
の
一
列
進
行
を
励
行
す
る
こ
と
。

6
、
安
全
装
怪
は
常
に
点
検
し
て
、
整
備
不
良
革
に
は
乗
ら
な

い
こ
と
。

7
、
夜
間
は
必
ら
ず
点
灯
し
、
後
部
に
は
反
射
鏡
ま
た
は
反
射

テ
ー
プ
を
取
付
け
る
こ
と
。

8
、
麟
切
で
は
必
ら
ず
一
時
停
止
し
、
安
全
確
認
を
励
行
す
る

こ
と
。

9
、
飲
酒
し
て
自
転
車
に
乗
ら
な
い
こ
と
。

1
0
、
傘
を
さ
す
な
ど
片
手
ハ
ン
ド
ル
運
転
を
し
な
い
こ
と
。

◇
家
　
　
　
族
（
主
婦
な
ど
）

l
、
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
時
に
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
そ
の

他
で
広
報
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
、
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
な
う
こ
と
。

2
、
家
族
が
家
を
出
る
と
き
に
は
、
正
し
い
歩
行
、
率
に
注

意
、
ま
た
、
草
を
運
転
す
る
も
の
に
は
安
全
運
転
、
酒
を
の

ま
な
い
よ
う
「
愛
の
〓
…
工
を
か
け
る
こ
と
。

3
、
こ
ど
も
に
は
、
交
通
ル
ー
ル
、
安
全
な
通
学
通
園
の
し
か

た
な
ど
に
つ
い
て
実
施
に
指
導
す
る
こ
と
。

4
、
幼
児
の
一
人
歩
き
、
道
路
へ
の
と
び
出
し
、
路
上
透
き
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

5
、
幼
児
と
歩
く
と
き
は
、
幼
児
を
軍
側
に
出
さ
な
い
よ
う
に

手
を
引
い
て
歩
く
こ
と
。

6
、
「
の
ん
だ
ら
　
の
ろ
な
　
の
る
な
ら
　
の
む
な
」
を
徹
底

す
る
こ
と
。

7
、
す
す
ん
で
、
交
通
講
話
や
交
通
教
室
等
に
参
加
し
て
、
交

通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

◇
学
校
、
幼
稚
園
等

（
学
童
、
園
児
）

l
、
学
校
、
幼
稚
園
（
保
育
所
）
　
へ
の
登
下
校
は
、
必
ず
き
め

ら
れ
た
通
学
（
園
）
路
を
通
る
こ
と
。

2
、
上
級
生
は
、
下
級
生
の
模
範
と
な
っ
て
、
正
し
い
通
行
、

安
全
な
横
断
を
す
る
こ
と
。

3
、
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
、
信
号
機
、
横
断
歩
道
橋
な
ど
が

あ
る
と
こ
ろ
で
は
必
ず
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
。

4
、
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
の
横
断
、
と
び
出
し
、
斜
め
楯

断
、
左
側
通
行
、
車
道
通
行
、
無
茶
な
自
転
車
の
乗
り
万
は

絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

5
、
道
路
上
で
あ
そ
ば
な
い
こ
と
。

6
、
鉄
道
路
線
や
踏
切
で
遊
ば
な
い
こ
と
。

7
、
自
治
会
や
、
こ
ど
も
会
等
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
て
こ
れ
を
守
る
こ
と
。

8
、
手
を
あ
げ
て
頓
ち
に
横
断
す
る
の
で
は
な
く
、
運
転
者
が

歩
行
者
を
認
め
て
停
止
す
る
の
き
ま
っ
て
横
断
す
る
こ
と
。


